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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一例としてALSにおける嚥下障害のメカニズムを文献的に検索してみますと、舌圧の低下や咽頭反射の遅延などの下位運動ニューロンの障害に加えて、上食道括約筋の弛緩不全といった上位運動ニューロン障害が複雑に関与すると報告されています。特に上食道括約筋の弛緩不全に対しては、ボツリヌス毒素接種やバルーン法などの治療適応があるものと考えられます。
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